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本
誌
前
號
に
掲
載
せ
る
「
加
羅
七
軒
考
」
中
に
、
加
羅
多

選
津
は
今
の
晃
溢
泌
百
聞
の
海
港
な
る
べ
し
ε
説
き
し
が

其
の
後
爾
ほ
調
査
を
進
む
る
に
及
び
、
大
加
耶
の
地
だ
り

し
高
盤
よ
り
海
港
に
出
つ
る
に
は
高
霊
よ
り
居
昌
、
安
義

の
方
面
に
出
で
、
成
陽
、
雲
峰
を
経
て
、
謄
津
江
に
出
つ

る
赤
λ
通
路
極
め
て
良
好
な
る
こ
ご
を
知
れ
・
9
。
加
糊
維
多
難

津
一
は
從
來
の
説
の
加
望
月
鵬
津
江
下
流
ご
す
る
を
可
な
り
ご

す
。
こ
れ
に
よ
り
て
も
、
此
の
津
を
百
船
に
輿
へ
ら
れ
し

に
つ
き
て
、
此
津
從
栂
官
家
爲
臣
朝
貢
要
津
ε
て
抗
議
せ

し
加
羅
王
は
高
々
加
羅
の
五
な
る
こ
ご
盆
明
な
り
○
，

　
樹
ほ
新
羅
統
一
時
に
於
て
、
今
の
開
寧
、
金
泉
、
知
育

ご
全
羅
道
茂
朱
ざ
は
一
行
政
二
季
語
り
し
事
あ
り
。
中
れ

明
に
百
濟
が
巳
波
の
地
方
ご
し
て
、
此
等
の
地
方
を
一
行

政
旺
劃
ご
し
て
鎮
濁
せ
し
を
、
新
羅
が
縫
承
せ
し
も
の
な

る
べ
し
。
又
加
羅
彊
域
考
に
於
て
は
細
字
の
調
査
不
充
分

な
り
し
が
、
壕
は
際
の
一
子
宇
に
す
ぎ
ざ
る
こ
ε
、
吸
は

字
暫
「
カ
イ
」
な
る
べ
き
も
、
啄
ご
混
用
し
て
、
「
ト
ク
」
或

は
「
タ
ク
」
ご
讃
み
し
こ
ご
、
梁
字
の
訓
は
水
橋
、
水
堰
の

義
に
て
、
「
ト
ル
」
な
る
も
、
古
く
は
「
ト
」
な
る
べ
き
こ
ざ

居
春
山
は
黒
々
附
近
な
る
べ
き
こ
ビ
、
伊
没
比
助
夫
は
三

國
史
記
居
栄
夫
傳
に
比
次
夫
大
阿
没
ご
あ
る
人
ビ
同
じ
き

こ
ご
、
漆
原
の
武
陵
山
城
は
何
の
牟
羅
山
城
の
牟
羅
の
名

の
み
残
り
し
も
の
な
る
こ
ご
、
水
は
最
も
古
き
語
は
「
・
・
、
」

に
し
て
、
火
の
最
も
古
き
語
は
「
ホ
」
な
る
べ
き
こ
ご
等
、

修
正
を
要
す
る
こ
ご
多
し
。
（
＋
一
刀
下
句
）
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